と は 女達に 任 かせよう というと、 それで は 今 直ぐに 乾 

いた 布が 何より 入用 だとい うので 仕方がな いから 白い 

襦拌を 脱いで 渡して また 進んだ。 病人 は 気の毒が つて 

次ぎに 背負 い 変つ た 松 木の 背中 の 上で 自分 をもう ここ 

へ 捨てて おいてい つて くれと しきりに 泣いて いう。 そ 

ん なに 泣いて はや かまし いからもう 捨てて い つ てし ま 

う ぞと松 木が 嚇 かすと、 一 層 激しく ゎッと 泣く ばかり 

である。 しかし、 そんな ことよりも 何より 追手の こと 

を あまり 考えなくなる と 今度 は 一 団に 空腹が やって来 

た。 一人が 明日に なって 町へ 着いたら だい 一番に かつ 

れつ を 食べ るんだ というと、 一人 は詣を 食べる という- 



皆が 眠り 出す と 私 は 両手で 所 かまわず 殴りつ けて いる 

ので ある。 人 を 死なす まいと 努力す る こと この 有 

害な ことが 何故に 人々 にと つ て 有益な のであろう か。 

私達 は 譬えい ま 死から 逃れる ことが 出来た にした つ て 

この 次 死ぬ ときには こんなに 巧妙に 何の 不安 もな く 

楽 々死ぬ- 」 となん か は 最早 や 想像す る y 」 とが 出来な い 

の だが、 それでも 矢っ張り 私 はもう 一度 皆 を 生かせて 

やりたい と 思う と 見えて、 しきりに 女達の 鬢を もって 

引き摺ったり、 殴ったり、 片足で 男 達 を 蹴りつ けたり 

し 続けて いるの は、 これ を こそ 愛と いうので あろう か 

それとも これ を こそ 習性と いうので あろう か。 首 を さ 



の 口の 中へ その 水の 滴 を 落して やった。 



入力 者 注 「時間」 は、 昭和 六 (1931) 年 四月 『中央 公 

論』 に 発表。 同年 四月 白水社 『機械』 に 初収。 旧 かな 

づ かいは 現代 かなづかいに、 旧字体 は 新字体に 改めた。 

ふりがな は 入力 者が 適宜つ けた。 「茫 茫」 など 漢字の 

繰り返し は 「 茫々」 などと 改めた (「佐 佐」 は 除く)。 

以下の 漢字 は ひらがなに 改めた。 

云う ふいう、 此の ふこの、 了う ふし まう、 恰も 丄ぁ 

たか も 
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